
東日本大震災に係る支援活動報告集について 
 
この度の東日本大震災において犠牲となられた多くの皆様に心からご冥福をお祈

りします。 
さらに、被災され、未だ不便な生活を余儀なくされている多くの方々に心からお見

舞いを申し上げます。 
全国麺類文化地域間交流推進協議会東日本支部会員にも大きな被害を被った方も

多い中、それぞれの会員が自ら出来る範囲で、被災者支援活動を行っております。 
全麺協としては、各会員の支援活動に対する理解を深め、さらに、自らの支援活動

の参考にしていただくため、会員の活動状況を会員の皆様にお知らせすることとしま

した。 
東日本大震災は、地震・津波の規模が最大級であることに加えて原発事故という世

界的にも未曽有の災害であり、今後、息の長い支援活動が求められます。 
全麺協会員におかれましては、それぞれの地域で自ら出来る範囲で支援活動を展開

されることを期待します。 
その意味でも、活動の状況をできるだけ会員にお知らせすることも重要なことであ

り、今後も、きめ細かい報告をお願いします。 
 
平成 23 年 5 月 
 
全麺協会員各位 
 
 

全国麺類文化地域間交流推進協議会 
 

報告・問合せ先 
全麺協本部事務局 

〒330-0843 さいたま市大宮区吉敷町 4-96-2-102 
TEL048-607-9670 FAX048-607-9669 

E-mail：zenmen.honbu@gmail.com 
  



全麺協会員の東日本大震災支援活動状況一覧 
平成 24 年 6 月 12 日現在 

実施日（期間） 会  員  名 会員 ページ 
平成 23 年 4 月 3 日 

～毎日曜日 
清 水 鐵 夫 C 1 

4 月 5 日 蕎麦打ち道場 一寿の会 B 2 
4 月～9 月毎月 1 回 さいたま蕎麦打ち倶楽部 B 3 

5 月 1 日 熊田 康也（大槻そば同好会） C 4 
5 月 8 日 ふるさと寒河江そば工房 B 5 

5 月 13 日 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会 B 6 
5 月 27 日 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会 B 7 
3 月 23 日 杉戸麺打愛好会小川道場 B 8 
3 月 24 日 杉戸麺打愛好会小川道場 B 9 

4 月 3 日 杉戸麺打愛好会小川道場 B 10 
4 月 13 日 杉戸麺打愛好会小川道場 B 11 
4 月 26 日 杉戸麺打愛好会小川道場 B 12 
4 月 27 日 杉戸麺打愛好会小川道場 B 13 
5 月 14 日 杉戸麺打愛好会小川道場 B 14 
4 月 25 日 青葉手打ちそば教室青蕎会 B 15 
5 月 22 日 青葉手打ちそば教室青蕎会 B 16 
5 月 25 日 青葉手打ちそば教室青蕎会 B 17 

6 月 5 日 千葉手打ち蕎麦の会 B 18 
6 月 3 日 青葉手打ちそば教室青蕎会 B 19 

4 月 21 日 栃木のうまい蕎麦を食べる会 B 20 
5 月 8 日 栃木のうまい蕎麦を食べる会 B 21 

4 月 17 日 NPO 法人そばネット埼玉（久喜そば倶楽部） A 22 
5 月 15 日 NPO 法人そばネット埼玉（久喜そば倶楽部） A 23 
6 月 10 日 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会 B 24 
6 月 11 日 那須手打ち蕎麦倶楽部 B 25 
6 月 20 日 熊田 康也（大槻そば同好会） C 26 
6 月 22 日 青葉手打ちそば教室青蕎会 B 27 
6 月 19 日 NPO 法人そばネット埼玉（蕎麦の会みかど） A 28 
6 月 19 日 いばらき蕎麦の会 B 29 

7 月 3 日 大島そば同好会 B 30 
8 月 5 日 青葉手打ちそば教室青蕎会 B 31 
5 月 7 日 永沢寺そば打ち愛好会 B 32 

7 月 19 日～22 日 永沢寺そば打ち愛好会 B 33 



9 月 24～26 日 永沢寺そば打ち愛好会 B 34 
平成 24 年 1 月 22 日 江戸流手打ち蕎麦 鵜の会 B 35 
平成 23 年 4 月 24 日 高林蕎麦研究会 Ｂ 36 
平成 23 年 10 月 16 日 高林蕎麦研究会 Ｂ 37 
平成 23 年 11 月 27 日 高林蕎麦研究会 Ｂ 38 
平成 23 年 11 月 6 日 桜流蕎麦打ち研究会 B 39 
今後、順次追加掲載しますので積極的にご報告をお願いします。 



別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名   清 水 鐵 夫（C 会員） 
 
    支援活動の内容 

相手方 三條市に福島県南相馬市から一時避難した人達 
対象人数 四ヶ所に約６００名全員 

実施場所 
三條市社会福祉センター  三條市体育文化センター 
勤労者支援ソレイュ三條 体験交流センターサンファーム三條 

実施日（予定） 四月第一日曜日より各日曜日一箇所ずつ実施済み 

支援活動の内容 
（具体的に） 

 私どもの三條市に約６００名からの避難者が居られましたので、 
市のボランティアセンターに炊き出しの申請を３月２１日に提

出、一回に３００食で合計１０００食までの申し出をしました。 
  各日曜日に活動出来る旨連絡し市より日程の調整をお願いし 
四月の第一日曜日より各日曜日に支援活動開始しました。 
   三條ソバ工房のメンバー 初段位三名 二段位一名 三段二

名の他私の家族、子供、孫、含め１０名で掛け蕎麦の提供 約百

キロの粉を消化しました。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （               300,000 円 ） 
全額自己負担（               300,000 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者 無し 

その他 

 蕎麦打ちをしているお陰で中越沖地震を含め二回目の活動が役

に立ったと思うと何とも言い難く感謝しています。 
   各地の蕎麦祭りに参加し段取りも迷う事無く無事に終了、 未
だ未だもっと多く活動したいのですが資金が有りません。 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 蕎麦打ち道場 一寿の会（B 会員） 
連絡責任者 会 長 板 垣 一 寿 

 
    支援活動の内容 

相手方 新発田市に一時避難している方 
対象人数 370 名 
実施場所 新発田市 カルチャーセンター 

実施日（予定） ４月５日（火）昼 

支援活動の内容 
（具体的に） 

ダッタンそばの振る舞い 150 名分 かも汁付き 
4 月 5 日（火）昼 
参加者 ５名 
 
 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （            ５０,０００円 ） 
全額自己負担（            ５０,０００円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
新潟県 ダッタンそばの会 
山岳手打そば一寿 

その他 

昼時間に間に合わす為１５０食に限定しました。 
（新発田市と相談の上） 
温かい蕎麦で美味しかったと感謝されました。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 

2



別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 さいたま蕎麦打ち倶楽部（B 会員） 
代表者 会 長 阿 部 成 男 

 
    支援活動の内容 

相手方 被災者全員 
対象人数 不明 
実施場所 さいたま蕎麦打ち倶楽部 

実施日（予定） 毎月第 2 日曜日（9 月まで） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

さいたま蕎麦打ち倶楽部の後援会のメンバーを対象に毎月試食

例会を会費制で行なっている。 
その会費の全額を義援金として日本赤十字社に寄付をしている。 
現在、4 月、5 月で 90,500 円を寄付している。 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （        2 回分材料費 40,000  円 ） 
全額自己負担（                40,000 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者 無し 

その他 

材料費を差し引かずに収入全額を寄付している。 
無理をせず、自分たちのできる範囲ということで実施した。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 熊田 康也（C 会員）「大槻そば同好会」 
連絡責任者 副会長 工藤 信一 

 
    支援活動の内容 

相手方 
東日本大震災で被災して、公民館に避難していた地域住民 
 

対象人数 約５０人 

実施場所 
郡山市立大槻東地域公民館 
 

実施日（予定） 平成２３年５月１日(日) 

支援活動の内容 
（具体的に） 

大槻東地域公民館および柴宮地域公民館に避難中の住民に声を

かけ、大槻そば同好会メンバー１３人が力を合わせて、昼食時に

打立て茹でたての「温かいぶっかけ蕎麦」を提供し、大いに感謝

された。 
 なお当日は、蕎麦打ちの実演も実施して、蕎麦作りや同好会活

動についての理解を深めてもらった。 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （              約 15000 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
アベ食粉株式会社 
 

その他 

今後同好会としては 200～300 食規模で、チャリティそばまつり

を数回開催し、被災者支援を行っていきたいと考えています。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 ふるさと寒河江そば工房（B 会員）  
連絡責任者 会長 松 田 伸 一 

 
    支援活動の内容 

相手方 原子力発電避難勧告を受けた関係者 
対象人数 約１４０名 

実施場所 
山形県飯豊町  山形県立飯豊少年自然の家 
 

実施日（予定） ５月８日 

支援活動の内容 
（具体的に） 

夕食の補助にそばをふるまう。 
NPO 美しいやまがた森林活動支援センター（松田伸一理事・鈴

木俊一郎会員）・飯豊少年自然の家ボランティアグループ・ふる

さと寒河江そば工房の合同団体 
 森林活動支援センターでそば打ち、飯豊少年自然の家で調理 
あったかい肉そばを提供した。 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （           35,000 円 ） 
そば工房負担分（          20,000 円 ） 
一部自己負担（              0 円 ） 
全額先方負担（              0 円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
NPO 美しいやまがた森林活動支援センター 
飯豊少年自然の家ボランティアグループ 
 

その他 
状況を見ながら実施する。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会（B 会員） 
代表者 会 長 野 本 徳 市 

 
    支援活動の内容 

相手方 福島県から避難している双葉町住民 
対象人数 750 人 
実施場所 埼玉県加須市 旧騎西高校 

実施日（予定） 5 月 13 日（金）、今後、5 月 27 日、6 月 10 日を予定 

支援活動の内容 
（具体的に） 

相手方の要望により、温かいそばの提供とした。 
会員 24 名が、同市内にある会のそば打ち道場で 9：00～13：00
ころまで、そばを打つ。 
14：00 ころ騎西高校厨房に入り、麺汁づくり等の準備開始する。 
17：00 ころからそばを提供し、19：00 までに 750 食を提供した。 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                201,000 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（                   67,000 円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
埼玉新聞社会福祉協会 
あしなが 23 会 

その他 

経費は、共催者が三分の一づつ負担した。 
短時間に大量の提供であり、詳細な事前打ち合わせが必要であ

る。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会（B 会員） 
代表者 会 長 野 本 徳 市 

 
    支援活動の内容 

相手方 福島県から避難している双葉町住民 
対象人数 700 人 
実施場所 埼玉県加須市 旧騎西高校 

実施日（予定） 5 月 27 日（金）今後、6 月 10 日を予定 

支援活動の内容 
（具体的に） 

相手方の要望により、温かいそばの提供とした。 
会員 22 名が、同市内にある会のそば打ち道場で 10：00～14：00
ころまで、そばを打つ。 
14：30 ころ騎西高校厨房に入り、麺汁づくり等の準備開始する。 
17：15 ころからそばを提供し、18：30 までに 600 食を提供した。 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                201,000 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（3 共催者で分担            67,000 円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
埼玉新聞社会福祉協会 
あしなが 23 会 

その他 

今回は、行田市内の蕎麦屋「がんこそば」の店主らが 6 月 29 日

に蕎麦の提供をする予定とにことで、体験のための手伝いをいた

だいた。次回 6 月 10 日も同様に来ていただけることになった。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 杉戸麺打愛好会小川道場（Ｂ会員） 

連絡責任者名 会長 小川 伊七 
 
    支援活動の内容 

相手方 主として福島県から避難している富岡町住民 
対象人数 約７０名 
実施場所 杉戸町施設 杉戸ピア  
実施日 ３月２３日（水） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

昼食として温かい鶏肉入りそば提供。 
お代りも可能としたため、約１００名分提供しました。 
当道場からの参加者数 ２５名 
 
 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （            ３０，０００円 ） 
全額自己負担（            ３０，０００円 ） 
一部自己負担（                  円 ） 
全額先方負担（                  円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
 
 

その他 

避難当時の食事がパン等冷たいものであったため、大変喜ばれま

した。中には３杯もお代りした人もいました。 
かたずけには、避難されている方も一緒に応援してくださいまし

た。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 杉戸麺打愛好会小川道場（Ｂ会員） 

連絡責任者名 会長 小川 伊七 
 
    支援活動の内容 

相手方 主として福島県から避難している富岡町住民 
対象人数 約７０名 
実施場所 杉戸町施設 エコスポいずみ  
実施日 ３月２４日（木） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

昼食として温かい鶏肉入りそば提供。 
お代りも可能としたため、約１００名分提供しました。 
当道場からの参加者数 ２０名 
 
 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （            ３０，０００円 ） 
全額自己負担（            ３０，０００円 ） 
一部自己負担（                  円 ） 
全額先方負担（                  円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
 
 

その他 

避難当時の食事がパン等冷たいものであったため、大変喜ばれま

した。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 杉戸麺打愛好会小川道場（Ｂ会員） 

連絡責任者名 会長 小川 伊七 
 
    支援活動の内容 

相手方 富岡町住民 
対象人数  
実施場所 杉戸町施設 杉戸西近隣公園  
実施日 ４月３日（土） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

毎月実施されている「くすのきエコＤＡＹ」を「東日本大震災チ

ャリティ手打ちそば実演販売」として実施し、その収益金を原発

で苦しんでいる福島県の富岡町に義援金として５０，０００円寄

付しました。 
 
当道場からの参加者数 ２５名 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （            ４０，０００円 ） 
全額自己負担（                  円 ） 
一部自己負担（                  円 ） 
全額先方負担（                  円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者  

その他 
 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 杉戸麺打愛好会小川道場（Ｂ会員） 

連絡責任者名 会長 小川 伊七 
 
    支援活動の内容 

相手方 主として福島県から避難している富岡町住民 
対象人数 約７０名 
実施場所 幸手市施設 幸手市老人福祉センター  
実施日 ４月１３日（水） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

昼食として温かい鶏肉入りそば提供。 
お代りも可能としたため、約１００名分提供しました。 
 
また、避難している人に手作りの「蕎麦殻の枕」を提供しました。 
当道場からの参加者数 ２５名 
 

費用 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （            ４０，０００円 ） 
全額自己負担（            ４０，０００円 ） 
一部自己負担（                  円 ） 
全額先方負担（                  円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
 
 

その他 

避難当時の食事がパン等冷たいものであったため、大変喜ばれま

した。また、「蕎麦殻の枕」は大変好評でした。 
富岡町長、幸手市長、杉戸町長、避難者と記念撮影をしましたが、

皆さんの笑顔が素晴らしかった。 
その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 杉戸麺打愛好会小川道場（Ｂ会員） 

連絡責任者名 会長 小川 伊七 
 
    支援活動の内容 

相手方 主として福島県から避難している富岡町住民 
対象人数 約４５名 
実施場所 杉戸町施設 エコスポいずみ  
実施日 ４月２６日（火） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

昼食としてざるそば提供。 
「海鮮まつ㐂」から天ぷら（かき揚げ、竹輪天）も提供されまし

た。お代りも可能としたため、約６０名分提供しました。 
また、手作りの「蕎麦殻の枕」を提供しました。 
当道場からの参加者数 ２０名 
 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （            ２５，０００円 ） 
全額自己負担（            ２５，０００円 ） 
一部自己負担（                  円 ） 
全額先方負担（                  円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者 海鮮まつ㐂 

その他 

前回は温かいそばでしたが、今回は冷たいざるそばを提供し大変

喜ばれました。お代りした人も沢山いました。 
手作りの「蕎麦殻の枕」は、大変好評でした。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 杉戸麺打愛好会小川道場（Ｂ会員） 

連絡責任者名 会長 小川 伊七 
 
    支援活動の内容 

相手方 主として福島県から避難している富岡町住民 
対象人数 約４５名 
実施場所 杉戸町施設 杉戸ピア  
実施日 ４月２７日（水） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

昼食としてざるそば提供。 
「海鮮まつ㐂」から天ぷら（かき揚げ、竹輪天）も提供されまし

た。お代りも可能としたため、約６０名分提供しました。 
また、手作りの「蕎麦殻の枕」を提供しました。 
当道場からの参加者数 ２０名 
 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （            ２５，０００円 ） 
全額自己負担（            ２５，０００円 ） 
一部自己負担（                  円 ） 
全額先方負担（                  円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者 海鮮まつ㐂 

その他 

前回は温かいそばでしたが、今回は冷たいざるそばを提供し大変

喜ばれました。お代りした人も沢山いました。 
手作りの「蕎麦殻の枕」は大変好評でした。 
かたずけには、避難されている方も一緒に応援してくださいまし

た。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 杉戸麺打愛好会小川道場（Ｂ会員） 

連絡責任者名 会長 小川 伊七 
 
    支援活動の内容 

相手方 福島県 
対象人数  
実施場所 杉戸町施設 アグリパークゆめすぎと  
実施日 ５月１４日（土） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

「東日本大震災支援若草チャリティコンサート～がんばっぺ福

島～」に参加し、その収益金を福島県に義援金として寄付しまし

た。 
当道場の寄付金１００，０００円＋チラシ代１０，０００円 
 
当道場からの参加者数 ２５名 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （            ６０，０００円 ） 
全額自己負担（                  円 ） 
一部自己負担（                  円 ） 
全額先方負担（                  円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者 杉戸町、福島県人会、福島を応援する杉戸の会等 

その他 
 
福島県から避難されている方には御食事券を発行しました。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
 
青葉手打そば教室青蕎会(B 会員) 

連絡責任者名 会 長  小野里  明 
 
活動の内容 

相手方 
宮城県石巻市大街道地区被災住民 
   （床上浸水地区で、殆どが２階部に居住） 

対象人数 １,１００人 

実施場所 
 
宮城県石巻市大街道沿い平録寿司駐車場 (営業休止中) 

実施日（予定） 平成 23 年 4 月 25 日 

支援活動の内容 
（具体的に） 

石巻市災害支援センターとの調整により日時・場所を設定 
広報は支援センターにて実施。 
炊き出しは給水不可のため 500 ㍑の水タンク持込 
「温:きつねうどん」にて 1,100 食提供 
当会員 31 名参加(同地域で自宅被災した会員２名も参加) 
テント 2 張借用 
機材搬入用トラック 1 台（青葉手打そば教室所有） 
会員のマイカー７台に分乗して移動 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （               ３０５,９３０  円 ） 
全額自己負担（            ３０５,９３０ 円 ） 
一部自己負担（                     円 ） 
全額先方負担（                    円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
 
なし 

その他 

実施場所までの道路両側は瓦礫の山で、泥だらけになって作業し

ている地元住民、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援者を見て早い復旧・復興を願った。 
当地区は浸水地区で、電気・ガス・水道が不通ながら２階部での 
生活者が多く、鍋持参による持ち帰りが多くみられた。 
食べに来られた方々からは、とても美味しく心身ともに温かく 
なりましたと感謝されました。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
 
青葉手打そば教室青蕎会(B 会員) 

連絡責任者名 会 長  小野里  明 
 
    支援活動の内容 

相手方 
 
宮城県牡鹿郡女川町内被災地住民 

対象人数 ７５０人 

実施場所 
 
宮城県牡鹿郡女川町旭が丘集会所 

実施日（予定） 平成 23 年 5 月 15 日(日) 

支援活動の内容 
（具体的に） 

女川地区平地での居所は全て壊滅状態の為、避難所及び高台地区

に位置する住宅に分散しての避難生活。 
被災者を受け入れている女川町旭が丘町内に当会員が住んでお

りその会員を通じ町内会役員と話し合い実施。 
給排水が可能のため温そばの要望に応える。 
温そば 500 食、温うどん 250 食を炊き出し提供 
機材搬入用トラック 1 台（青葉手打そば教室の提供） 
当会員 27 名参加テント 2 張り借用  
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （             ３１６,１１０円 ） 
全額自己負担（             ３１６,１１０円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
 
なし 

その他 

・町内会の纏まりが良く事前広報と町内設備（防災無線）を利用

して当日の呼びかけを実施、効果あり多くの来場者に結びつい

た。 
・路線の交通渋滞予想と地盤沈下による冠水地区あり到着時間の

予想が付かないため早朝の出発とする。 
・移動には距離数もあり運転者付レンタルバスを利用する。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
 
青葉手打そば教室青蕎会(B 会員) 

連絡責任者名 会 長  小野里  明 
 
    支援活動の内容 

相手方 
 
仙台市若林区荒浜被災者避難所 

対象人数 ２１５人 

実施場所 
 
サンピア仙台 

実施日（予定） 平成 23 年 5 月 22 日 

支援活動の内容 
（具体的に） 

温うどん 200 食提供 
当会員 12 名参加（会員マイカー ３台にて分乗） 
機材搬入トラック 1 台（青葉手打そば教室所有） 
給排水設備なく水タンク持込（５００㍑） 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （             ６５,６００ 円 ） 
全額自己負担（             ６５,６００  円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
 
なし 

その他 

・主に荒浜地区の被災者の方々が避難生活を送っておられるが、 
３食の冷たい弁当に飽き飽きされているところでの、温かいう

どんの提供は大変好評でした。 
・テント用意するが雨天の為に建屋屋根下を利用しての炊き出し

となる。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 千葉手打ち蕎麦の会 
連絡責任者名       大浦 明 

 
    支援活動の内容 

相手方 福島県はまなす館避難所 
対象人数         200 人 
実施場所 福島県相馬市小泉字高地 357 

実施日（予定） 平成 23 年 6 月 5 日（日） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

 
仲本工事会長の「命の大切さを考える私の未来の会」で 
津軽三味線と日本舞踊と千葉県産の「野呂在来」の 
手打ち蕎麦を振舞う。（総勢 20 名） 
翌日 6 月６日（月）に旭市へ見舞金贈呈。 

 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

○全体経費  （             500,000 円 ） 
○全額自己負担（             500,000 円 ） 
一部自己負担（                 円 ） 
全額先方負担（                 円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
 「命の大切さを考える未来の会」と「千葉手打ち蕎麦の会」 
で支援予定 

その他 

 
 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
 
青葉手打そば教室青蕎会(B 会員) 

連絡責任者名 会 長  小野里  明 
 
    支援活動の内容 

相手方 
 
宮城県本吉郡南三陸町歌津地区被災者 

対象人数 被災者４００人と仮設住宅建設作業員(人数不明) 

実施場所 
 
宮城県本吉郡南三陸町歌津中学校（校舎に避難者も居住） 

実施日（予定） 平成 23 年 6 月 3 日(金) 

支援活動の内容 
（具体的に） 

・宮城県災害支援センター調整班の担当者より数箇所の炊き出し

要請により実施。（事前下見・打合せ実施(仙台から約 3 時間) ） 
・炊き出し要請は中学生の給食 160 人分、 
及び校舎 3 階に避難している大人 250 人としての要請あり。  

・給水不可のため 500 ㍑の水タンク持込 
・当会員 24 名参加、（バス運転者付レンタル、朝６時２０分出発） 
 給食時間に合わせた短時間対応の為に人数を増員。 
・機材搬入用トラック 1 台、 
・「温きつねうどん」310 食実施、日中働きに出掛けている人の

夕食分として 128 食のうどん玉とつゆを贈呈。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                   164,620 円 ） 
全額自己負担（                164,620 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者 なし 

その他 

・１６０食分を給食時間に併せ短時間（１５分）で対応 
・中学生から先生を通じ「熱いうどんを大変美味しくいただきあ

りがとうございました」との伝言。 
・当会員参加者 24 名の平均年齢約 65 歳、前日準備に加え当日は

早朝 6 時 10 分集合、終了解散が午後 5 時で少々疲れぎみの様

子。でも、全国の支援を受け被災地元としてまだまだ頑張りま

す。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
栃木のうまい蕎麦を食べる会 
 

連絡責任者名 
事務局長  古滝 元三 
 

 
    支援活動の内容 

相手方 福島県飯館村 
対象人数 １１７名 

実施場所 
鹿沼市下石川６９４－１ 
鹿沼総合体育館 フォレストアリーナ 

実施日 平成２３年４月２１日（木） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

東日本大震災により、福島県飯館村から鹿沼総合体育館に避難

している村民１１７名及び支援スタッフ８名に対し、当会員１０

名により体育館にて手打ちそばを行い、昼食時に暖かい「天ぷら

かけそば」として炊き出しを行い無料で提供した。 
 同時に、地元鹿沼市の「西大芦漁業協同組合」と連携し、「や

まめの塩焼き」を提供した。 
 また、昼食後は希望者に対して、「そば打ち教室」を個人レッ

スンにて開催した。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （      ８５,０００     円 ） 
一部自己負担（      ６０,０００     円 ） 
共催者負担 （      ２５,０００     円 ） 
全額先方負担（          ０     円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者 西大芦漁業協同組合 

その他 

時期的にはまだ気温も低く、暖かいそばが喜ばれるものと思い 
暖かい天ぷらかけそばを用意したところ、避難村民の方々からは

非常に好評であった。 
 そば打ち教室の参加者も和やかにそば打ちを楽しんでいまし

た。 
その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
栃木のうまい蕎麦を食べる会 
 

連絡責任者名 
事務局長  古 滝 元 三 
 

 
    支援活動の内容 

相手方 東日本大震災復興支援金の寄付を目的としたそば店の出店 
対象人数  

実施場所 
鹿沼市今宮町１６８８－１ 
鹿沼市役所内 

実施日 平成２３年５月８日（日） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

鹿沼さつきマラソン会場において、東日本大震災チャリティそ

ば店を出店し、利益金は東日本大震災復興支援金として５０，０

００円を寄付し、また、同会場に設けた東日本大震災支援募金箱

に１３，３１１円を募金し、計６３，３１１円を寄付した。 
利益金は地元鹿沼市内の古沢育英会にも５０，０００円を寄付

した。 
 そばは会員１０人が早朝から手打ちして用意し冷かけそばと

鹿沼名物のにら入り冷かけそばをメニューとし４８０食が売れ

た。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体売上       (         ２２０,０００ 円 ） 
売上経費     （      １２０,０００ 円 ） 
東日本大震災寄付 （       ６３,３１１ 円 ） 
育英会寄付    （       ５０,０００ 円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
無 
 

その他 
鹿沼市役所の敷地内での使用承認と案内整理の市職員の協力

により実施した。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 NPO 法人そばネット埼玉（久喜そば倶楽部） 
連絡責任者名 会 長 長谷川 明 

 
    支援活動の内容 

相手方 久喜総合体育館に避難している福島県亘理町の家族 
対象人数 5 名 

実施場所 
久喜市本町 6 丁目・道合会館にて 
(久喜そば倶楽部・月例会会場) 

実施日（予定） 平成 23 年 4 月 17 日 

支援活動の内容 
（具体的に） 

久喜総合体育館に避難している亘理町の住民 8 家族(約 30 名)
を対象に昼食として手打ちそばを提供の予定であったが、当日は 
他の施設に移動してしまい 1 家族(5 名)だけになってしまったの

で、乗用車で送り迎えをして月例会の会場で手打ち蕎麦を提供す

る。 
かき揚げ天ぷらを用意し、ざる蕎麦として提供。 
我々のそば打ちの練習状況を見て、手打ち蕎麦を召し上がり大

変満足して帰られた。 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                  0 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
なし 
 

その他 

 
 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 NPO 法人そばネット埼玉（久喜そば倶楽部） 
連絡責任者名 会 長 長谷川 明 

 
    支援活動の内容 

相手方 福島県双葉町・埼玉支所(旧騎西高校) 
対象人数 900 名 
実施場所 埼玉県加須市騎西 598－1  旧騎西高校にて 

実施日（予定） 平成 23 年 5 月 15 日 

支援活動の内容 
（具体的に） 

双葉町からの避難している 900 人を対象に手打ちそばを作り

かき揚げ天ぷらを付けて昼食に提供する。 
そば作りのスタッフ 30 名およびその他のスタッフ 50 名、合計

80 名で午前 6 時 30 分に現地に集合し準備を開始する。 
午前 10 時 30 分から午後 1 時 30 分の間に「かけそば」.900 食 
を提供。午後 3 時後片付けを終了。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （               283,000 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（               50,000 円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
鷲宮そば同好会・しらおか蕎麦倶楽部・鷲宮国際交流会 
桜田夏祭り協会ほか 

その他 
出来上がったそばを昼食として提供したが、今後は相手側の 
婦人会その他に協力者を募り一緒に作業をしたい。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会（B 会員） 
代表者 会長 野本徳市 

 
    支援活動の内容 

相手方 福島県から避難している双葉町住民 
対象人数 600 人 
実施場所 埼玉県加須市 旧騎西高校 

実施日（予定） 6 月 10 日 

支援活動の内容 
（具体的に） 

相手方の要望により、今回も温かいそば（きつね、たぬき、わか

め）の提供とした。 
会員 18 名の参加を受け、同市内にある会のそば打ち道場で 10：
00～12：00 ころまで、そばを打つ。 
14：00 ころ騎西高校厨房に入り、麺汁づくり等の準備開始する。 
17：00 ころからそばを提供し、19：00 までに 550 食を提供した。 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                201,000 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（                   67,000 円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
埼玉新聞社会福祉協会 
あしなが 23 会 

その他 

経費は、共催者が三分の一ずつ負担した。 
短時間に大量の提供であり、詳細な事前打ち合わせが必要であ

る。 
埼玉新聞社の丸山会長が激励に見えた。 
8 月 6 日に夏休み親子そば打ち教室を予定している。 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 那須手打ち蕎麦倶楽部（Ｂ会員） 
連絡責任者名 （会長）中原 利敬 

 
    支援活動の内容 

相手方 福島県楢葉町からの避難住民の方々 
対象人数 約 １００名 
実施場所 栃木県大田原市 ふれあいの丘（大工房） 

実施日（予定） 平成２３年６月１１日（土） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

前日の午後から道場で麺台、そば粉、かき揚げの具材等を会員 
１０名で準備いたしました。 
当日は、昼食に、「もりそば」「かき揚げ」１００食分を提供する 
ため８時３０分に集合し準備を始めました。 
スタッフは、会員 8 名と大田原市社会福祉担当の方７名でした。 
楢葉町の方々や、ホテルの方、ボランティアの方に「ソバ」と 
「かき揚げ」のセットを食べていただき、また、たくさんのおか

わりにも対応させていただきました。 
皆さんから「大変おいしかったです。」と厚く感謝されました。 
午後２時頃に会場の片づけを終了いたしました。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                40,000 円 ） 
全額自己負担（                40,000 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
無し 
 

その他 

避難されている方々にソバを提供することができたことは本当

に良かったと思います。改めて自分たちが日常ソバ打ちができる

幸せを感じました。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 熊田康也（大槻そば同好会会長） 
連絡責任者名 副会長 工藤 信一 

 
    支援活動の内容 

相手方 
東日本大震災の被災者 
 

対象人数 おもに郡山市の被災者 
実施場所 郡山市立大槻ふれあいセンターおよび大槻東地域公民館 

実施日（予定） 平成２３年 6 月 26 日(日) 

支援活動の内容 
（具体的に） 

大槻そば同好会メンバーおよび槻ノ木そば同好会メンバーが力

を合わせて、500 食規模の『震災復興支援チャリティそばまつり』

を開催します。 
 １食当たり３００円程度のチャリティ募金を募り、この事業の

収益全額を、郡山市の震災復興義援金として「郡山市災害対策本

部」に寄付し、震災復興に役立ててもらいます。 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （              約 95000 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
槻ノ木そば同好会メンバーに加えて、ふるさとつくり隊、地域商

店会有志などのボランティア協力を得ることになっています。 
 

その他 

今後も同好会としては、今回のようなチャリティそばまつりを開

催することで、大震災の被災者支援を行っていきたいと考えてい

ます。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
 
青葉手打そば教室青蕎会(B 会員) 

連絡責任者名 
 
会 長  小野里  明 

 
    支援活動の内容 

相手方 
 

宮城県多賀城市災害避難住民 
対象人数 被災者２５０人 

実施場所 
多賀城市民会館(多賀城市文化センター内) 

     多賀城市中央２－２７－１ 
実施日（予定） 平成 23 年６月２２日(水) 

支援活動の内容 
（具体的に） 

・多賀城災害支援センターとの打ち合わせにより実施 
・場所は避難住民が入居している市民会館前広場 
・炊き出しは給排水可能で「温:きつねうどん」180 食を提供 
・当会員 13 名参加 
・青葉手打そば教室のトラック 1 台と会員の自家用車提供  
・テント１張借用 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                    60,600 円 ） 
全額自己負担（                 60,600 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
 
なし 

その他 

当日の気温は 32 度、炊き出し前から暑い日に「温・うどん」

は被災者に喜ばれるかが心配でしたが、避難している建物の中に

持ち帰って食べたので特に不満は聞かれなかった。 
 
奈良市からの災害支援グループ５～6 人が避難者への声掛けや

来場者の整理などお手伝いを頂いた。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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J1(B本大震災に係る支援活動線告.

公表する報告.には会員名 代表者名kし連絡先メールは縄健希温者のみと

しますので、その意思開示してください.� (棚樋歪三i>"'ilしない}

支後活動の内容

綱島県から避躍している双葉町住民
相手方

側)()人


埼玉県加須市旧騎西高樫 


対象人数

実B臨場所

実績回(予定)� 6 JI19日 (日)

今回は、い11らき補賓の舎と合同で“もり輔変"を慢供した.

当会は� 14名で事前にそば打ちを行い、またキャベY、キュワ目、

エンジンの掛漬けも前日に作り提供 した.昼食という事で短時間

に提供しなければならない為、茄で釜位台}シンク� (5届)を
支撞活動の内容

持ち込み実施し、� 50分で5岨食を提供することができた.
(具体的に} 

全体経費� 79，帥O 円lt#J (予定)
全額自己負担(� 79，凹)()円

(該当する負担
鶴自己負組{ 円

をOで園む)
全額免方負銀{ 開

応慢の要否 要 否

荷量処みかど
共催者

蕎，.処薗香� 

'蕎衰の会「みかど』として、� 4月に踊担金� 1田，目泊円を寄付.

今回は事前に現地調査しておいたので.準備から片づけまで� 
その他

1441でスムーズに実施できた.

その他には実趨後の感想など..考になることを配入して〈ださい.

また.業範要綱等を作成している場合は添付してくだ8い.
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 いばらき蕎麦の会 
連絡責任者名 事務局長 大曽根 明 

E-mail ibasoba@greenful.jp 
 
    支援活動の内容 

相手方 福島県から避難している双葉町民 
対象人数 ７００人 
実施場所 埼玉県加須市 旧騎西高校 

実施日（予定） ６月１９日（日） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

 スタッフ８名にて、現地で３５０食分のそばを打ち、常陸秋そ

ばを味わって頂いた。 
 朝８時より、そば打ちを開始し、１１時２０分頃よりもりそば

３５０食を提供する。短時間での作業となった。 
 みかどとそれぞれ提供を行なった。 
 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （           １００，０００ 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        ○否  

共催者 
 
 

その他 

状況を見ながら、またボランティア活動に参加出来ればと思う。 
 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 大島そば同好会（Ｂ会員） 
連絡責任者名 会長 橋本正希 

TEL（携帯等常

時連絡可） 
 

E-mail 
 
 

公表する報告書には、会員名、連絡者名を基本とし、連絡先、E-mail は希望者の

みとさせていただきます。（連絡先、E-mail 掲載を   希望する・しない ） 
    支援活動の内容 

対 象 者 福島県郡山市大島地域の方々 
対象人数 ３００名 
実施場所 福島県郡山市立大島地域公民館 
実 施 日 平成２３年７月３日（日） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

大島そば同好会の活動の拠点となっています福島県郡山市大島

地域は、東日本大震災による家屋等の被災や原発放射能の影響に 
より外出が出来ないなど地域の人々の活動が低迷している事や、

そばを食べるイベント開催の要望が地域から多くあり地域の活

性化を図る事と同時に、チャリティーイベントとして売上の一部

を義援金として郡山市へ寄付する事を目的として多数の地域関

係団体の協力を得て開催しました。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                   円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

協 力 者 
・大島地域公民館・大島地区町内会連合会・大島地区明るい町づ

くり推進委員会・社会福祉協議会大島支部・青少協大島地区協議

会・老人クラブ連合会大島方部会・大島地区ｸﾗﾌﾞ連絡協議会 他 

そ の 他 

多くの方々から“美味しかった”“またやって”と声がありまし

た。久々に地域の仲間たちと楽しくおしゃべりをする方々の姿が

見受けられ、地域の一体感を改めて感じました。大きな活動はで

きませんが、これからも地域密着型の支援活動を行って行きたい

と思います。 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 青葉手打そば教室青蕎会(B 会員) 

連絡責任者名 会 長  小野里  明 

 
    支援活動の内容 

相手方 社会福祉法人 まどか荒浜 

対象人数 被災者１５０人 

実施場所 
仙台ワークキャンパス 

    仙台市太白区袋原 5-12-1 
実施日（予定） 平成 23 年 8 月 5 日(水) 

支援活動の内容 
（具体的に） 

・知的障害者就労支援センターとして約 50 名を受け入れていた

「まどか荒浜」の施設が今次震災で建物が壊滅、当青蕎会会員

の３名が接客マナー等の指導をしていた関係から今回の炊き

出しを行った。  
・50 名を受け入れて頂いた関連施設である太白区袋原の「仙台ワ

ークキャンパス」100 名も加え、天ぷらざるそば 150 食を提供

した。 
・ワークキャンパスの厨房を利用、厨房出入り口前にテント 1 張

り設置。 
・スタッフ 13 名参加 
・青葉手打そば教室のトラック 1 台と会員の自家用車 4 台提供 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                     93,100 円 ） 
全額自己負担（                 93,100 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 
共催者 なし 

その他 

・訓練を受けている生徒が休憩時間に車椅子でテントの側まで来

て、そばの茹で方等を興味深く見ていた。 
 

・気温 30 度の暑い日だったので冷たいそばで喜ばれた。 
 

・数日後、仙台ワークキャンパスの理事長から、本格的な手打ち

そばを味わい訓練生や職員がとても美味しく頂き感謝してお

りましたとのお礼状が届いた。 
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東日本大震災に係る支援活動報告書

会員名 士三EM! 議(ヨ柄引村吉仇連主」

支様活動の内容

相手方 一主&ゐ〈耳、慢を布3島全盛島ι逝箆単一

対象人数 含む魚
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東日本大震災に係る支援活動報告書

会員名 ーコ重量納薦制舟q品工知器与函示語語通

支援活動の内容

相手方

対象人数

実施場所

実施日(予定)

支援活動の内容
(具体的に)

費用(予定)
(該当する負担をOで囲主

応援の要否

共催者

その他
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東日本大震災に係る支援活動報告書

会員名

支援活動の内容

相手方

対象人数

実施場所

実施日(予定)

支援活動の内容
(具体的に)

費用(予定)
(該当する負担をOで岡t

応擾の要否

共催者

その他
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東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
 
江戸流手打ち蕎麦 鵜の会 

連絡責任者名 
 
会長 上野安弘 

公表する報告書には、会員名、連絡者名を基本とし、連絡先、E-mail は希望者の

みとさせていただきます。（連絡先、E-mail 掲載を   希望する・しない ） 
    支援活動の内容 

相手方 
 
福島から避難されている 双葉町の皆様 

対象人数 ３５０名 

実施場所 
 
埼玉県加須市騎西町 旧県立騎西高校 

実施日 平成２４年１月２２日（日） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

鵜の会 会員の支援金を元に、有志２０名が参加 
８：３０から準備を始め 打ち方は延し台４台でニハそばを 
厨房は肉そばの汁の準備をし、そば稲荷は双葉町の方と一緒に作

りました。 
11:00 から避難されている方が昼食に集まり,並び始め、温かい肉

そばとそばいなりをダンボールの箱などに入れ、部屋に持って行

き食べられたようです。そして会場で食べられた方たちは、美味

しい美味しいと言って食べてくれた笑顔が忘れられません。 
又手打ちそば体験教室も実施し，江戸流の手打ちそば打ちを体験

して頂き、大変喜ばれました。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                        70,000 円 ） 
全額自己負担（                   70,000 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否                 否 

共催者 
紹介者 しらこばと蕎麦打ち会 関崎 泰博 様 
 

その他  
その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
 
 高林蕎麦研究会 

連絡責任者名 
 
 事務局長 下山 綱吉 

TEL（携帯等常

時連絡可） 
 

090-9103-2666 
E-mail  fwky2132@mb.infoweb.ne.jp 

 
    支援活動の内容 

相手方 
 
福島県から避難している双葉町を中心とした住民 

対象人数 ７６名 
実施場所 栃木県大田原市 ふれあいの丘 
実施日 4 月 24 日（日） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

・大田原市のふれあいの丘に避難されている福島県の住民に、 
手打ち蕎麦を打って提供した。 

・約 230 食分を準備したが、当日は久しぶりに天気も良く、 
穏やかな日だったので、外出した人が多かったらしく、 
予定より少なく、約 120 食で済んだ。 

・活動状況 参加会員：24 名 
集合時間：9 時、 準備・蕎麦打ち開始：9 時 15 分 

   蕎麦提供時間：11 時～13 時 
   解散：14 時 30 分頃 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                54,000 円 ） 
全額自己負担（                 54,000 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
大田原市社会福祉協議会 災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ  
 

その他 

東日本大震災に係る始めての支援活動であり、どのようにして 
良いのか良く分からなかったが、参加者全員が一生懸命、手打ち

そばの提供に励んだ。その結果、食事に来られた人々が、 
“おいしかった”と、言って帰られたのは、良かったと思う。 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
 
 高林蕎麦研究会 

連絡責任者名 
 
 事務局長 下山 綱吉 

TEL（携帯等常

時連絡可） 
 

090-9103-2666 

E-mail 
   
 fwky2132@mb.infoweb.ne.jp 

 
    支援活動の内容 

相手方 
 
福島県から避難している双葉町住民 

対象人数 730 人 

実施場所 
 
埼玉県加須市 旧騎西高校 

実施日 10 月 16 日（日）  （6 月 19 日、事前調査のため現地視察） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

双葉町から避難されている 730 人を対象に、手打ちの「たぬき蕎

麦」を 340 食提供した。ｽﾀｯﾌ 18 名（会長含む）により、蕎麦 
打ち道具 7 式、ゆで関連設備 1 ﾗｲﾝを持込んでの提供であったが、

心配された蕎麦打ちは提供開始時間の 11 時頃には完了した。 
11 時半から 12 時前にﾋﾟｰｸを向かえたが、「しらこばと蕎麦 
打ち会」の人達の茹での協力（合計 2 ﾗｲﾝ）を頂き、大きな 
待ち時間もなく、提供することができた。 
12 時 30 分頃より片付けを開始し、14 時には車への積み込み 
等の全てを完了した。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （                       85,000 円 ） 
全額自己負担（                85,000 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
ばんどう蕎麦打ち連合会しらこばと蕎麦打ち会の「双葉町ｹﾞﾝｷﾌﾟ

ﾛｼﾞｪｸﾄ」への参加による。 

その他 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの皆さんの協力を得て、手打ち蕎麦を召し上がって頂い 
た皆様に、少しでも喜んでもらえたのは、良かったと思う。 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名  高林蕎麦研究会 
連絡責任者名  事務局長 下山 綱吉 

TEL（携帯等常

時連絡可） 
090-9103-2666 

E-mail fwky2132@mb.infoweb.ne.jp 
 
    支援活動の内容 

相手方 宮城県石巻市の被災された住民（大森地区の仮設住宅に入居） 
対象人数 500 人 
実施場所 宮城県石巻市 大森地区仮設住宅敷地 

実施日（予定） 11 月 27 日    （11 月 10 日、事前調査のため現地視察） 

支援活動の内容 
（具体的に） 

・手打ちそば提供開始予定の 11 時から逆算し、午前 3 時 30 分に 
那須塩原市を出発し、8 時に現地到着。 

・直ちに、蕎麦打ち場所の設営と蕎麦打ちを開始。 
・蕎麦打ちと並行して、蕎麦打ち体験も実施し、蕎麦打ちに 
 興味を持っている子どもや大人が参加し、蕎麦打ちを楽しんで

いた（大人：5 名 子ども：3 名  ）。 
・11 時頃～13 時頃まで、たぬき蕎麦を提供した（350 食）。 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （ 社会福祉協議会負担     130,000 円 ） 
全額自己負担（                   円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 

那須塩原市災害被災地派遣ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ（那須塩原市と市社会福祉協

議会との連携によって設置）では、石巻の復旧活動を支援するため、

「石巻応援団」を設置し、H23.9～H24.3 月まで 7 回にわたり、

手伝い隊を派遣。その内の第 2 回目に参加（総勢 49 名 
（内 高林蕎麦研究会 23 名））。 
今回、応援隊としては、上記に加え、うどん、ﾗｰﾒﾝ、ﾎﾟｯﾌﾟｺｰﾝ、 
わたあめ、ｺｰﾋｰの提供 と 指あみ手芸の指導を行った。 

その他 

夜中の出発と長時間の移動のため、応援隊の疲労等が懸念され 
たが、皆、疲労も感じないで、被災者の方々に少しでも 
お役にたてばと、頑張っていた。 
ｲﾍﾞﾝﾄを通して、被災地の皆さんと少しでも交流が図れたと思う。 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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別紙 
東日本大震災に係る支援活動報告書 

会員名 
桜流蕎麦打ち研究会 
 

連絡責任者名 
海野哲寿（事務局長） 
 

 
    支援活動の内容 

相手方 
福島県双葉町の避難している被災者の皆様 
 

対象人数 377 食 

実施場所 
埼玉県加須市の旧騎西高校 
 

実施日（予定） 2011 年 11 月 6 日 

支援活動の内容 
（具体的に） 

 
 
鶏肉、かまぼこ、ホウレンソウ、ネギの刻みの温蕎麦 
 
 
 
 

費用（予定） 
（該当する負担

を○で囲む） 

全体経費  （             216,000 円 ） 
全額自己負担（             216,000 円 ） 
一部自己負担（                   円 ） 
全額先方負担（                   円 ） 

応援の要否         要        否 

共催者 
練馬区ファミリーマート 
 

その他 

 
 
 
 

その他には、実施後の感想など参考になることを記入してください。 
また、実施要綱等を作成している場合は添付してください。 
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